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 NO. ３００ 

２０２５ １１- 月 
   

-－ 支援会員・寄金 3,000円（年額） 
＊会員には、本通信を配布します。 

「教育のフロンティア 300号」記念に寄せて    

株式会社 和光 会長 田中 傳右衛門 

(社)北海道中小企業家同友会（以下同友会）の故大久保尚孝専務理事の要請により、認定NPO法

人北海道自由が丘学園（以下自由が丘学園）に関わって30年近くなります。 

戦後、日本の教育方針は、偏差値教育が中心となり、大企業の均一の人材育成に偏っていました。

その弊害は校内暴力やいじめ、そして不登校と問題を多く生み出してきました。同友会は「自らの

頭で考えられる真の人材が欲しい」と、合同企業求人説明会や同友会大学等の『社員共育活動』を

通して、多くの若者たちと接してきました。 

その様な中で故鈴木秀一理事長が設立した自由が丘学園は、「子どもの人権を守り、子どもの自

発性を高めながら、人間として心豊かに成長する教育」を目指し、夕張市で寄宿型の認可前中学校

「夕張プレスクール」開校、5 年半後「月寒スクール」開校、小樽明峰高校の再建、長沼町に学校

法人まおい学びのさと自由が丘学園（細田孝哉理事長・校長）設立などに繋げました。 

今回300号を迎える『教育のフロンティア』は、それらの広報として大きな役割を果たしており

ます。これも吉野正敏代表理事を始めとする役員・スタッフの熱意で継続出来たものと思います。  

吉野さんからのタイムリーな要請で、私は時々駄文を掲載させて頂き申し訳なく思っています。 

今後の更なる紙面の充実を楽しみにしています。 

[筆者は、元々小樽発祥企業のトップ。長年にわたり本認定NPO法人の副理事長を務めて頂いています。] 

P1：巻頭言 

P2：ﾋｭｰﾏﾝﾄﾗｽﾄ/スクール実践、 

運動､会費納入、物販他 

ｐ3：まおい近況、教育情報     

ｐ4-5：スクール｢修学旅行 in小樽｣ 

ｐ6-7： スクール初等部、 

アウトドア＆宿泊レポート  

ｐ8：ｴｯｾｰ/ｶﾚﾝﾀﾞー 他､   

 ＊｢チラシ｣：年末物販 

■■ INDEX ■■ 

◆ 10月行事から ◆ 

・2学期の大行事は、10/22-23に 

中学/修学旅行、/22-24に小中学/

アウトドア・施設見学＆泊り会。 

・10/22、公園めぐりはAmモエレ、

Pm百合が原に。寒い中、みな頑

張って動いていました。 

・詳報はｐ6-7にて。旅行はｐ4-5 
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